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要旨 : 

原子炉圧力容器用鍛鋼シェルリングの大型化に対応するために 250t 中空鋼塊の切断調査を

行った結果，C 偏析は小さくかつ清浄性の優れたものであった。220t 中空鋼塊による

1300MWe 級加圧水型原子炉圧力容器用鍛鋼シェルリングの製造は，6000t および 4400t プ

レスで鍛造，調質熱処理後，大型ターンミラーにより機械加工をした。調質熱処理後の機械

試験結果は，強度，じん性とも良好な値を示した。非破壊検査は自動非破壊装置(UT，MT)

により実施したが無欠陥であった。さらに中空鋼塊の凝固シミュレーション技術を確立し，

320t までの高品質な大型中空鋼塊を製造している。 

  

Synopsis : 

A 250 ton hollow ingot was made for an experimental purposes of which internal 

properties can be simulated to those of large-sized hollow ingots. The investigation 

results indicated that this ingot has less C segregation and good cleanliness. Forged shell 

ring, a component of the 1300MWe PWR type nuclear reactor vessel, was manufactured 


















